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Ⅰ．箱の中に 1 から 9 までの番号を付けた 9 枚のカードが入っている。この中から 1 枚

ずつ順に, 合計 2 枚のカードを取り出すとき, 2 枚目のカードの番号が素数である確率

を求めよ。（予想配点：10 点） 

 

〔解答〕 

1から 9までの整数のうち, 素数は 2, 3, 5, 7の 4つ, 素数でない数は 1, 4, 6, 8, 9の 5つある。 

2 枚目のカードの番号が 2, 3, 5, 7 のいずれかである確率を求めればよい。 

[1] 1 枚目のカードの番号が素数のとき 
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[2] 1 枚目のカードの番号が素数でないとき 
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[1], [2]の事象は互いに排反であるから, 求める確率は  ==+
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【コメント】 

 確率の乗法定理と加法定理を用いた基本的な問題です。この問題は落とせません。 

 

 Ⅱ．正の数 yx, が条件 
yx 32 =  をみたすとき, 
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y
x +  の最小値とそのときの yx, の値

を求めよ。（予想配点：15 点） 

 

〔解答〕 

条件式の両辺の, 2 を底とする対数をとると 3log3log2log 222 yx
yx =⇔= 　　　  … ① 
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0>y  であるから, 相加・相乗平均の関係より 
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【コメント】 

のような式を見たときは, 各辺の対数をとるのが常套手段です。 

最小値を求めるときには, 微分しても解けますが, 式の形から相加・相乗平均の関係を用

いたほうが圧倒的に速いです。また, 相加・相乗平均の関係を用いて最大値・最小値を求 

には, 必ず等号の成立条件を確認するようにしましょう。 



 Ⅲ．2 点 A(3, 1, 2), B(1, 0, 3)を通る直線をℓとする。点 C(4, 4, 1)からℓへ引いた垂線とℓとの

交点を H とするとき, H の座標と線分 CH の長さを求めよ。（予想配点：15 点） 

 

〔解答〕 

H の座標を(x, y, z)とおくと  CH
→
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また, 3 点 A, B, H は同一直線上にあるので, 実数 t を用いて 
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ここで, OH
→

),,( zyx=  であるから 

   tztytx +=−=−= 2,1,23 　　  

これを①に代入して 

   1066011)2()1()23(2 −=⇔=+⇔=+++−−−− ttttt 　　　　　　　  

ゆえに 1,2,5 === zyx 　　  となるから, 点 H の座標は (5, 2, 1) …（答） 

このとき CH
→

)0,2,1( −=  となるから 

   CH =+−+= 222 0)2(1 5  …（答） 

 

【コメント】 

 空間ベクトルの問題ですが, 正確に空間上に図を描く必要はありません。解答にあるよう

に, 位置関係が分かる図を描けば, するべきことは自ずと見えてくるはずです。「垂直とい

えば内積＝0」, 「3 点が同一直線上にある条件」といった, ベクトルの超重要事項が詰まっ

た問題です。他大学でも頻出の内容なので, できなかった人は特にしっかり復習をしておき

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．次の条件によって定められる数列{an}の一般項を求めよ。 
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（予想配点：30 点） 

 

〔解答〕 

nn ab log=  とおくと 0log 11 == ab    また xb =2  とおく。 

漸化式より nnnnnnn bbbbbbb −=−⇔=+− +++++ 11212 02 　　　  

とかけるから, 数列 }{ 1 nn bb −+ は, 初項 xbb =− 12 , 公比 1 の等比数列となる。 

よって xbb nn =−+1  

したがって, 数列 }{ nb は, 初項 0, 公差 x の等差数列となるので 

   )1( −= nxbn  

ゆえに 
1)1( )( −− === nxnxb

n eeea n  

となるので, 数列 }{ na は, 初項 1, 公比
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であるから, これが収束するためには
xn

e
−

が収束すればよく, その条件は 0≧x  
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  よって, 条件より  
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[1], [2]より, 求める数列の一般項は 
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 Ⅴ． π
π
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6
≦≦ x  で定義された関数 )log(sin)( xxf =  について, 次の問いに答えよ。 

1) 曲線 )(xfy = の増減, 凹凸を調べ, グラフの概形をかけ。 

2) 曲線 )(xfy = の π
π
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≦≦ x の部分の長さを求めよ。 

                       （予想配点：1) 15 点 2) 15 点） 

 

〔解答〕 
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よって, )(xf の増減表は次のようになる。 
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これより, )(xfy = のグラフは右の図のようになる。 

 

2) 求める長さを L とおくと 
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